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ABSTRAK 

 

Puput Rizky Afriani. 2021. Analisis Kontrastif Verba Tooru「通る」dalam 

Bahasa Jepang dengan Verba „Lewat‟ dan Verba „Melewati‟ dalam Bahasa 

Indonesia. Skripsi, Program Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, 

Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui makna verba tooru「通る」dalam 

bahasa Jepang, makna verba „lewat‟ dan verba „melewati‟ dalam bahasa Indonesia, 

serta untuk mengetahui persamaan dan perbedaan verba tooru 「通る」 dalam 

bahasa Jepang dengan verba „lewat‟ dan verba „melewati‟ dalam bahasa Indonesia 

dari segi makna gramatikal. Salah satu kesuliatan dalam pembelajaran bahasa 

Jepang adalah memahami kata ataupun kalimat, yang salah satu alasannya 

dipengaruhi oleh adanya pengaruh bahasa Ibu (B1). Penelitian ini menggunakan 

teori Ishiwata dan Takada (1995: 9) serta Hickey (2017: 1-2)  mengenai linguistik 

kontrastif, yang dimana linguistik kontrastif merupakan salah satu bidang studi 

kebahasaan yang meneliti dua bahasa atau lebih untuk mencari persamaan dan 

perbedaan yang dimilikinya. Penelitian ini menggunakan metode studi pustaka 

untuk memperoleh data dan menggunakan metode analisis kontrastif yang 

hasilnya dijabarkan secara deskriptif. Berdasarkan hasil penelitian ini dapat 

disimpulkan bahwa verba tooru「通る」memiliki 18 makna, verba „lewat‟ 

memiliki 9 makna, dan verba „melewati‟ memiliki 10 makna. Terdapat 6 

persamaan antara verba tooru dalam bahasa Jepang dengan verba „lewat‟ dalam 

bahasa Indonesia, sedangkan antara verba tooru「通る」dalam bahasa Jepang 

dengan verba „melewati‟ memiliki 7 persamaan. Dari hasil penelitian ini 

ditemukan 21 perbedaan dari ketiga verba tersebut dan dari hasil tersebut dapat 

diketahui bahwa verba tooru「通る」memiliki cakupan makna yang lebih luas 

dari pada verba „lewat‟ ataupun dengan verba „melewati‟. Namun jika dilihat dari 

keseluruhannya, verba tooru「通る」dalam bahasa Jepang memiliki cakupan 

makna yang lebih sedikit, yaitu 18 makna, sedangkan verba dalam bahasa 

Indonesia, yaitu verba „lewat‟ dan verba „melewati‟jika dijumlahkan memiliki 19 

makna.   

 

Kata kunci : verba tooru, verba lewat, verba melewati, kontrastif, makna 

gramatikal
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日本語の動詞「通る」とインドネシア語の動詞「Lewat」と「Melewati」

の対照分析 

ジャカルタ国立大学  

Puput Rizky Afriani 

puputrizky3@gmail.com 

概要 

A. はじめに 

インドネシアの学生は日本語の学習に苦労している。原因の一

つのは学習者に母語の影響があるので、文章、言葉などの意味を理

解しがたくなっている。Charles と Robert (Chaer に, 2009: 247)は母

語システム(B1)と外国語システム(B2)の違いにより、ターゲット言

語の習得が困難になっている。それにエラーの起こる可能性がある。 

日常的な言葉の一つ、「通る」という日本語の動詞をインドネ

シア語に翻訳されているのは「lewat」と「melewati」である。だが、

「通る」は様々な意味があるので、インドネシア語に翻訳される場

合、「lewat」と「melewati」を使わない可能性があり、またはその

逆もある。その結果、意味の取違を少なくするため、文、言葉など

の意味を理解する必要がある。言語における意味を理解するための

言語学の一分野は意味論である。 Sutedi (2014: 127) は意味論で研究

される対象が語の意味、語の意味関係、句の意味、文の意味と述べ

mailto:puputrizky3@gmail.com
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ている。Chaer (2015:289-296)は意味が辞書的意味、文法的意味、文

脈的意味などいくつかの種類に分けられると述べている。 

この論文は日本語の動詞「通る」とインドネシア語の動詞

「lewat」と「melewati」における文法的意味を調べ、対照分析の理

論を使用する。この研究のデータとしてインドネシアのコーパスや

日本のコーパスなどを使用する。 

本研究で次の問題を明らかにする。 

1. 日本語の動詞「通る」の意味。 

2. インドネシア語の動詞「lewat」と「melewati」の意味。 

3. 文法的意味で日本語の動詞「通る」とインドネシア語の動詞

「lewat」と「melewati」の同じ点。 

4. 文法的意味で日本語の動詞「通る」とインドネシア語の動詞

「lewat」と「melewati」の違う点。 

 

B. 研究方法 

本研究は記述的方法と対照分析を使用する。本研究は次の手順で

行う: 

1. 日本のコーパスやインドネシアのコーパスなど文章中にある日本語

の動詞「通る」とインドネシア語の動詞「lewat」と「melewati」の

言葉を探す。 

2. 集めたデータを分類する。 
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3. 集めたデータは文法的意味に理論を分析し、日本語の動詞「通る」

とインドネシア語の動詞「lewat」と「melewati」を対照分析する。 

4. 日本語の動詞「通る」とインドネシア語の動詞「 lewat」と

「melewati」の同じ点と違う点を結論づける。 

 

C. 研究結果と分析 

日本語の動詞「通る」の文章中のデータが２２あり、インドネ

シア語の動詞「lewat」の文章中のデータが１０あり、インドネシ

ア語の動詞「melewati」の文章中のデータが１０ある。合計は４２

のデータである。日本語の動詞「通る」とインドネシア語の動詞

「lewat」と「melewati」の同じ点と違う点の分析を結論づけると。

本研究の結果は次のようになる。 

 通る Lewat Melewati 

文法的に 

同じ点 

自動詞 自動詞 - 

述語と状況語 述語と状況語 述語 

文法的に 

違う点 

自動詞 - 他動詞 

文法的意味の

同じ点 

（乗り物）過ぎて行

く 

（乗り物）過ぎ

て行く 

- 

狭い所や難しい所を 狭い所や難しい 狭い所や難しい所を
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過ぎる。 所を過ぎる。 過ぎる。 

（ある場所を）過ぎ

て他方へ行く 

（ある場所を）

過ぎて他方へ行

く 

（ある場所を）過ぎ

て他方へ行く 

（場所、道路を）通

過する 

（場所、道路

を）通過する 

（場所、道路を）通

過する 

通り過ぎる（人が一

方向の移動の経路と

して） 

- 通り過ぎる（人が一

方向の移動の経路と

して） 

（段階などを）通過

する 

- （段階などを）  

通過する 

人や物などが二つの

領域の境界を通過す

る。 

- 人や物などが二つの

領域の境界を通過す

る。 

文法的意味の

違う点 

合格する 時間が経過する （限界）超える 

透ける、透き通る 時刻を過ぎる 

（９時１０分） 

（日）過ごす 

表から裏までつき貫

ける、つらぬく 

 

（零時）過ぎ （障害物）越える 
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広く聞こえる、 

知れわたる。 

 

あまりにも、本

当に 

診る、診断する 

済・中・反対側まで

届く。（声が聞こえ

る） 

（サービス、道

具など）を通し

て 

- 

成し遂げられる、叶

う、達せられる 

- - 

認められる。 - - 

徹する - - 

よく分かる。了解す

る。 

- - 

通用する - - 

飲食店などで、客の

注文品が帳場に通知

される。 

- - 

 

D. 終わりに 

上記の分析から日本語の動詞「通る」とインドネシア語の動詞

「lewat」と「melewati」は同じ点と違う点がある。文法的に見ると
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日本語の動詞「通る」とインドネシア語の動詞「lewat」の同じ点

はその動詞が自動詞、述語と状況語である。日本語の動詞「通る」

とインドネシア語の動詞「melewati」の同じ点は文章中に述語とし

て使用しているが日本語の動詞「通る」は自動詞で、逆にインドネ

シア語の動詞「melewati」は他動詞である。文法的意味から見ると、

日本語の動詞「通る」とインドネシア語の動詞「 lewat」と

「melewati」の同じ点はその３つの動詞が狭い所や難しい所を過ぎ、

（ある場所を）過ぎて他方へ行き、（場所、道路を）通過する。そ

して、日本語の動詞「通る」とインドネシア語の動詞「lewat」は

（乗り物が）過ぎて行く様子を表す文法的な意味がある。日本語の

動詞「通る」とインドネシア語の動詞「melewati」は通り過ぎる

（人や物が一方向の移動の経路として）、（段階などを）通過し、

二つの領域の境界を通過することも表現できる。 

日本語の動詞「通る」とインドネシア語の動詞「 lewat」と

「melewati」の違う点は多く。そして、日本語の動詞「通る」はイ

ンドネシア語の動詞「lewat」と「melewati」より意味が沢山ある事

が分かる。 
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